
ワークショップで寄せられた意見を分類した集計[かわら版（結果報告書）からの集計]

1 過剰包装の制限、詰替え商品の利用、マイバッグの利用 7 12 5 12 15 2 1 6 3 1 10 2 1 7 84

2 生ごみの堆肥化・減量化（食べ残し削減）、コンポスト補助 6 7 3 7 6 5 4 6 3 1 19 3 3 8 81

3 ごみ分別の細分化→ごみの資源化推進 7 6 1 2 4 0 3 6 1 0 10 3 4 8 55

4 集団資源回収の推進、ストックヤード増設、回収店舗への協力 2 4 1 9 4 0 0 2 2 0 5 1 2 13 45

5 市民へのごみ減量意識啓発や、子どもの環境教育を行う 3 0 1 6 4 0 2 1 0 2 4 2 0 3 28

6 生ごみや刈り草を乾燥させて水分を減らす 3 4 0 1 1 1 4 1 1 1 6 1 0 4 28

7 ごみ行政への要望、業者への働きかけ、制度変更など 0 0 0 0 3 1 0 3 0 1 3 3 2 8 24

8 買い過ぎない 0 1 3 7 3 2 1 3 1 1 0 0 0 0 22

9 不要物のリサイクルショップへの売り払い 0 1 2 3 4 1 0 1 1 1 5 1 0 1 21

10 ごみの発生を抑制する、ごみを減らす 1 1 0 2 4 2 0 1 0 0 4 0 0 3 18

11 子供会、社会福祉協議会へ提供する（資源回収の促進） 1 2 1 2 0 1 1 1 1 2 3 0 1 1 17

12 家庭ごみの有料化に反対する 1 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1 3 3 11

13 刈り草の堆肥化をする 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 6 0 1 2 11

14 再生利用する 2 3 0 3 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 11

15 フリーマーケットへの出品 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 2 0 0 3 9

16 繰り返し使う 1 0 0 0 1 2 0 1 3 0 0 0 1 0 9

17 家庭ごみの有料化に賛成する 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 6

34 41 21 59 50 19 18 33 17 10 79 17 18 64 480

18 その他意見

南一本木・い
ずみ巣子NT・

北一本木
柳沢

・自治会単位で1人当たりの「ごみ量」を公表する
・自治会のクリーン作戦（草など）の処分の工夫
・ペットボトルの材質の均一化（薄くする材質）
・本は図書館を利用する
・不法投棄は厳罰化、罰金100万円または逮捕
・不法投棄が増える
・除草剤を使用する
・木を植えない
・隣り合う自治体で足並みをそろえる
・３Rの事例をホームページや広報などでどんどん紹介する
・ビン類の規格を統一してリサイクルに回せるよう業者に働きかける
・転入してきた人にごみの分別、捨て方を教える
・広報でごみの現状を回覧し、住民一人ひとりの自覚をうながす
・ごみ減量化先進地について、もっと学ぶ機会を増やす
・焼却方法など、自家でごみを処理する方法を考える
・再利用できるものにはポイントをつける
・地域ぐるみでごみ減量コンテストを行う
・ごみちゃんセンターで祭りを実施する

大釜
上・大
釜南

・出したごみの重量を計量できるようにする
・生ごみを出す時は外から見えないように包むとカラスの害がない
・処理場を２～３カ所作る
・清掃センターの料金が安いので考えるより持ち込んでしまう
・この辺りでは草は出していない（清掃センターへ搬入しない）
・町内の草は埃とか人のタンを浄化してくれます、町内の自生植物に関心を持ってほしい
・３R（リユース、リデュース、リサイクル）をする
・５R（リユース、リデュース、リサイクル、リフューズ、リペア）運動の推進を

＊＊３R（スリーアール）、５R（ファイブアール）について＊＊
　　「ごみをどうやって少なくするか」というテーマのヒントとして「３R,５R」の
　　考え方があります。

　　　　　　　３R　 リデュース：ごみが増えそうなことをしない
　　　　５R 　　　　リユース　：ごみにしないで再利用する
　　　　　　　　　　リサイクル：資源として活用する
　　　　　  　　　　 リペア　　：修理して長く使う
　　　　　　　　　　リフューズ：いらないものは買わない
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